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用 語 の 説 明 

 

１ 人 口 性 比 

   女性を１００としたときの男性の割合 

 

２ 年 少 人 口 

   ０歳～１４歳の人口をいう。 

 

３ 生産年齢人口 

   １５歳～６４歳の人口をいう。 

 

４ 老 年 人 口 

   ６５歳以上の人口をいう。 

 

５ 年少人口指数 

   年少人口の生産年齢人口に対する比率をいう。 

    年少人口指数 ＝ 
生産年齢人口

年少人口
 × １００ 

６ 老年人口指数 

   老年人口の生産年齢人口に対する比率をいう。 

    老年人口指数 ＝ 
生産年齢人口

老年人口
 × １００ 

７ 従属人口指数 

   年少人口と老年人口が生産年齢人口に対して占める比率をいう。 

    従属人口指数 ＝ 
生産年齢人口

年少人口＋老年人口
 × １００ 

８ 老 年 化 指 数 

    老年人口の年少人口に対する比率をいう。 

     老 年 化 指 数 ＝ 
年少人口

老年人口
 × １００ 

９ 動態 

（１）人口動態…自然動態と社会動態を合わせた人口の動きをいう。 

（２）自然動態…一定期間における出生及び死亡に伴う人口の動きをいう。 

（３）社会動態…一定期間における転入及び転出に伴う人口の動きをいう。 

 
１０ 移動 

（１）移動者総数…県内移動者数（県内市町村間の転出入）と県外移動者数（県内外の転出入）を合

計した数をいう。 

（２）実移動者総数…県内市町村間の転入者数と県外移動者数を合計した数をいう。 

（３）県内転入者数…県内の市町村から県内の他の市町村へ転入した者の数をいう。 

（４）県内転出者数…県内の市町村から県内の他の市町村へ転出した者の数をいう。この調査の県

内移動については、転入だけを調査している。このため転出については、従前

の住所地（市町村）により、算出した数である。 

（５）県外転入者数…県外（外国を含む）の市町村から県内の市町村へ転入した者の数をいう。 

（６）県外転出者数…県内の市町村から県外（外国を含む）の市町村へ転出した者の数をいう。 

（７）転入・転出超過数…転入者数から転出者数を差し引いた数で、プラスの場合を転入超過、マイ

ナスの場合を転出超過という。 

 
１１ 出生率及び死亡率 

（１）出生率…人口に対する出生数の千分率（パーミル【‰】）をいう。 

（２）死亡率…人口に対する死亡数の千分率（パーミル【‰】）をいう。 
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１２ 移動者の年齢 

令和２年１０月１日現在の満年齢による。 

 
１３ 自然増減数 

出生者数から死亡者数を差し引いた数をいう。この場合、プラスは自然増加といい、マイナスは自

然減少という。 

 
１４ 自然増減率 

人口に対する自然増減数の千分率（パーミル【‰】）をいう。 

    

１５ 社会増減数 

転入者数から転出者数を差し引いた数をいう。この場合、プラスは社会増加といい、マイナスは社

会減少という。 

 
１６ 社会増減率 

人口に対する社会増減数の千分率（パーミル【‰】）をいう。 

 
 

１７ ブロック別区分 

   北 海道…北海道 

   東  北…青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 

   関  東…茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 

   中  部…新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県 

   近  畿…滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県 

   中  国…島根県、岡山県、広島県、山口県 

   四  国…徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

   九  州…福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 

 

１８ 地域別区分 
東  部…鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、八頭町 

中  部…倉吉市、三朝町、湯梨浜町、琴浦町、北栄町 

西  部…米子市、境港市、日吉津村、大山町、南部町、伯耆町、日南町、日野町、江府町 

 
１９ 市郡別 

 市 部…鳥取市、米子市、倉吉市、境港市 

 郡 部…岩美郡、八頭郡、東伯郡、西伯郡、日野郡 

 
利 用 上 の 注 意 

 
１  鳥取県人口移動調査は、「住民基本台帳法」の規定により届出された者を対象に、出生数及び死

亡数、転入者数及び転出者数を、それぞれ住民票の異動日を基準として各月ごとに調査したもので

ある。なお、県内移動については、転入日をもって転出日としている。 

２  推計人口とは、平成２７年国勢調査結果を基に、各市町村から報告のあった各月の調査結果より

推計したものである。 

３  人口及び世帯の移動数は、令和元年１０月から令和２年９月までの年間数値であり、市町村表記は

令和２年９月末現在のもので記載している。 
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調 査 結 果 の 概 要 

 

 

 

 

 
 



Ⅰ 鳥取県の推計人口 

１ 推計人口と世帯数 

令和２年 10 月１日現在の鳥取県の推計人口は、前年比 4,261 人減の 551,402 人であっ

た。 

昭和 50 年（581,311 人）以降の推移をみると、昭和 63 年の 616,371 人をピークに減

少傾向となり、平成 6 年及び 7 年に増加したものの、平成 8 年以降は 25 年連続の減少と

なった。この間、平成 20 年に 60 万人台、平成 22 年に 59 万人台、平成 25 年に 58 万人

台、平成 28 年に 57 万人台を割り、平成 29 年から平成 30 年は 56 人台で推移し、令和元

年では 55 万人台となった。 

男女別人口をみると、男性 263,656 人、女性 287,746 人で、人口性比は 91.6 であった。 

外国人の推計人口（国籍不詳を含む。以下同じ。）は 6,994 人（県の推計人口に占め

る割合は 1.3％）で前年と比べ 146 人増加し、５年連続の増加となった。男女別に見る

と、男性 2,802 人、女性 4,192 人で、人口性比は 66.8 であった。 

世帯数は、221,443 世帯で、この 1 年間で 1,258 世帯増加した。 

昭和 50 年（156,826 世帯）以降増加が続き、平成 12 年では 20 万世帯を超え、令和２

年では過去最大となった。１世帯当たりの人員は 2.49 で減少が続いている。 

（図１、表１、表２、統計表第１表） 

 

0

50

100

150

200

250

300

350

0

100

200

300

400

500

600

700

Ｓ

年 年 年

Ｈ
２
年

７
年 年 年 年 年

R
２
年

人口

世帯数

 

 

 

表１　推計人口と世帯数（過去５年間の推移）

総数 男 女 総数 男 女 率
5,722 2,238 3,484 274 113 161 5.03 64.2

569,579 271,898 297,681 -3,862 -1,807 -2,055 -0.67 91.3 217,890 2.61
5,985 2,354 3,631 263 116 147 4.60 64.8

565,233 270,049 295,184 -4,346 -1,849 -2,497 -0.76 91.5 218,731 2.58
6,346 2,552 3,794 361 198 163 6.03 67.3

560,517 267,885 292,632 -4,716 -2,164 -2,552 -0.83 91.5 219,288 2.56
6,848 2,749 4,099 502 197 305 7.91 67.1

555,663 265,710 289,953 -4,854 -2,175 -2,679 -0.87 91.6 220,185 2.52
6,994 2,802 4,192 146 53 93 2.13 66.8

551,402 263,656 287,746 -4,261 -2,054 -2,207 -0.77 91.6 221,443 2.49
注1）上段は外国人で内数
注2）外国人は国籍不詳を含む。

Ｈ29年

Ｈ30年

R元年

R２年

（単位：人、％、世帯）　

1世帯当た
りの人員

年
人口 人口増減

人口性比 世帯数

Ｈ28年

  

鳥取県の推計人口は５５１，４０２人で、前年に比べ４，２６１人減少し、平成８年

以降２５年連続の減少となった。 

注 1）各年の人口は 10 月 1 日現在の人口による。 

注 2）表示年は国勢調査実施年で国勢調査人口、その他の年は国勢調査を基準として 

推計した人口である。 

12       17     

 

 50       55      60                    

図１ 人口と世帯数の推移 （千人） （千世帯） 
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[S63]616,371 人 [H20] 595,454 人 [H25]579,591 人 

[H22] 588,667 人 



２ 年齢３区分別人口 

年齢３区分別にみると、年少人口は 68,595 人で前年（令和元年 10 月１日現在）と比

べ 974 人減少、生産年齢人口は 300,465 人で 4,767 人減少、老年人口は 177,979 人で 1,480

人増加した。（年齢３区分人口に年齢不詳は含まない。以下同じ。） 

昭和 50 年以降の推移をみると、年少人口は昭和 60 年の 130,668 人をピークに減少と

なり、平成 12 年では 10 万人を割り減少が続いている。生産年齢人口は昭和 60 年の

400,717 人まで増加を続けていたが、それ以降減少が続いている。老年人口は増加が続

いており、平成７年に 10 万人台、平成 28 年からは 17 万人台となった。 

人口構成割合を前年と比べると、年少人口は 12.5％で 0.1 ポイント低下し、生産年齢

人口は 54.9％で 0.5 ポイント低下し、ともに過去最低となった。老年人口は 32.5％で

0.5 ポイント上昇し、過去最高となった。 

年齢構成指数を前年と比べると、生産年齢人口の扶養負担程度を表す従属人口指数（年

少人口と老年人口の合計の生産年齢人口に対する比率）は 82.1 で 1.5 ポイント上昇、年

少人口指数（年少人口の生産年齢人口に対する比率）は 22.8 で増減なし、老年人口指数

（老年人口の生産年齢人口に対する比率）は 59.2 で 1.4 ポイント上昇した。また、老年

化指数（老年人口の年少人口に対する比率）は 259.5 で 5.8 ポイント上昇し、老年人口

指数、従属人口指数及び老年化指数は過去最高となった。 

（図２、図３、図４－１、図４－２、表２、表３、統計表第１表） 
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年齢３区分別の構成割合は、年少人口は１２．５％、生産年齢人口は５４．９％で 

過去最低、老年人口が３２．５％で過去最高となった。 
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注）Ｓ５０年からＨ２７年までは国 勢 調 査 値、Ｈ２８年 以 降はＨ２７年 国勢 調 査 を基準として 

推 計したものである。 

 

注）Ｓ５０年からＨ２７年までは国 勢 調 査 値、Ｈ２８年 以 降はＨ２７年 国勢 調 査 を基準として 

推 計したものである。 
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表２　年齢５歳階級別人口
（単位：人）

総数 男 女 人口性比 総数 男 女 人口性比
総数 551,402 263,656 287,746 91.6 6,994 2,802 4,192 66.8
0～4歳 21,201 10,991 10,210 107.6 80 37 43 86.0
5～9 23,058 11,681 11,377 102.7 111 65 46 141.3
10～14 24,336 12,534 11,802 106.2 96 55 41 134.1
15～19 25,466 12,943 12,523 103.4 230 93 137 67.9
20～24 22,738 12,053 10,685 112.8 1,060 405 655 61.8
25～29 20,238 10,318 9,920 104.0 967 396 571 69.4
30～34 25,545 12,886 12,659 101.8 719 308 411 74.9
35～39 30,611 15,423 15,188 101.5 555 199 356 55.9
40～44 34,845 17,617 17,228 102.3 488 145 343 42.3
45～49 38,036 19,155 18,881 101.5 376 96 280 34.3
50～54 32,365 16,005 16,360 97.8 330 96 234 41.0
55～59 33,586 16,366 17,220 95.0 188 68 120 56.7
60～64 37,035 18,043 18,992 95.0 158 63 95 66.3
65～69 41,783 20,371 21,412 95.1 173 76 97 78.4
70～74 43,012 20,473 22,539 90.8 156 68 88 77.3
75～79 30,654 13,523 17,131 78.9 99 49 50 98.0
80～84 25,465 9,971 15,494 64.4 65 29 36 80.6
85～89 20,582 6,858 13,724 50.0 39 17 22 77.3
90～94 11,836 3,111 8,725 35.7 19 6 13 46.2
95歳以上 4,647 839 3,808 22.0 -1 1 -2 -

不詳 4,363 2,495 1,868 133.6 1,086 530 556 95.3

うち外国人人口総人口
年齢

 
 

 

 
 
 
 

表３　年齢３区分別人口
（単位：人、％）

年齢３区分別人口 年齢３区分別人口割合 年齢３区分別人口 年齢３区分別人口割合

年少人口（0～14歳） 68,595 12.5 287 4.9

生産年齢人口（15～64歳） 300,465 54.9 5,071 85.8

老年人口（65歳以上） 177,979 32.5 550 9.3

うち75歳以上 93,184 17.0 221 3.7

注）割合は、小数第二位以下を四捨五入しているため、合計しても100％にならない場合がある。

総人口 うち外国人人口
年齢

 

注 1）外国人は国籍不詳を含む。 
注 2）各歳別に年齢不詳は含まない。 
注 3）人口は、国勢調査（常住人口）の結果に各市町村から報告された人口移動数を加減して 
  算出したものである。したがって、年齢階級によってはマイナスとなる場合がある。 
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Ⅱ 人口動態 

 １ 概況 

  令和２年（令和元年 10 月～令和２年９月）の１年間の人口動態をみると、自然増減は

3,327 人減、社会増減は 934 人減、合計 4,261 人の減少であったが、減少幅は前年と比

べると 593 人縮小した。（図５、統計表第３表） 
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２ 自然動態 

（１）自然動態の推移 

自然増減は、３，３２７人減少し、２３年連続の減少となった。 

出生数は昭和 50 年（8,735 人）以降減少傾向となり、昭和 63 年からは 6,000 人台、

平成５年からは 5,000 人台、平成 21 年からは 4,000 人台となり、令和２年は 3,852 人

で前年と比べると 213 人減少し、昭和 50 年以降初めて 3,000 人台となった。 

死亡数は、平成２年ごろまでは 5,000 人前後を推移していたが、それ以降は増加傾

向となっている。平成 15 年からは 6,000 人台、平成 25 年からは 7,000 人台となり、

令和２年は 7,179 人で前年と比べると 436 人減少した。 

自然増減は 3,327 人の減少で前年と比べ減少数は 223 人縮小し、23 年連続の減少と

なった。（図６、統計表第３表） 
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注）各年の数値は前年 10 月～当年 9 月の集計による。 

注）各年の数値は前年 10 月～当年 9 月の集計による。 
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１年間の人口動態は、自然増減、社会増減ともに減少であったが、減少幅は前年に 

比べ５９３人縮小した。 

（人） 



（２）月別自然動態 

自然増減はすべての月で減少となり、１月の減少数が最も多い。 

月別にみると、出生数は令和２年６月が 357 人（出生総数に占める割合 9.3％）と最

も多く、次いで令和元年 10 月が 339 人（同 8.8％）、４月が 334 人（同 8.7％）であっ

た。 

死亡数は令和２年１月が 741 人（死亡総数に占める割合 10.3％）と最も多く、次い

で令和元年 12 月が 697 人（同 9.7％）、令和元年 11 月が 632 人（同 8.8％）であった。 

自然増減数はすべての月で減少となり、減少数は令和２年１月が 421 人と最も多か

った。（図７、統計表第４表） 

Ｒ元年

10月 11月 12月

Ｒ２年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

出生数 339 326 318 320 282 324 334 284 357 320 325 323

死亡数 -623 -632 -697 -741 -608 -625 -605 -542 -489 -550 -538 -529

自然増減数 -284 -306 -379 -421 -326 -301 -271 -258 -132 -230 -213 -206
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（人） 図７ 月別自然動態 ―  R元.10～R2.9
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３ 社会動態 

（１）社会動態の推移 

社会増減は、９３４人減少し、２０年連続の減少となった。 

令和２年（令和元年 10 月～令和２年 9 月）の県外転入者は 9,423 人、県外転出者は

10,357 人で社会増減は 934 人減少した。県内の市町村間を移動した者(県内移動者)は

5,891 人で実移動者総数は 25,671 人であった。 

前年に比べると、県外転入者が 723 人減少、県外転出者が 1,093 人減少し、社会増

減の減少数が 370 人縮小した。また、県内移動者が 314 人減少し、実移動者総数が 2,130

人減少した。 

社会動態の推移をみると、昭和 50 年以降転入・転出とも減少傾向となり、社会増減

数は平成 13 年以降 20 年連続で減少した。（図８、統計表第３表、統計表第７表） 
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注）各年の数値は前年 10 月～当年 9 月の集計による。 
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（２）月別社会動態 

３月及び４月の２か月間で、年間実移動者総数の４１．６％を占める。 

月別にみると、県外転入者は３月が 2,029 人（県外転入者総数に占める割合 21.5％）

と最も多く、次いで４月が 1,725 人（同 18.3％）、10 月が 647 人（同 6.9％）であっ

た。 

県外転出者は３月が 3,490 人（県外転出者総数に占める割合 33.7％）と最も多く、

次いで４月が 1,192 人（同 11.5％）、２月が 684 人（同 6.6％）であった。 

この結果、４月が 533 人増加し、３月が 1,461 人減少し、この２か月間で年間実移

動者総数の４１．６％を占めている。（図９、統計表第６表） 

R元年

10月 11月 12月

R2年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

県外転入 647 588 540 588 520 2,029 1,725 483 527 622 613 541

県外転出 -591 -492 -531 -561 -684 -3,490 -1,192 -431 -549 -616 -598 -622

社会増減数 56 96 9 27 -164 -1,461 533 52 -22 6 15 -81
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図９ 月別県外転出入者数 ―  R元.10月～R2.9月
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（３）都道府県別（外国を含む）、男女別社会動態 

県外転入者数は島根県が１，３３０人、県外転出者数は大阪府が１，２２５人と 

最も多い。 

都道府県別（外国を含む）にみると、県外転入者は島根県が 1,330 人（男性 697 人、

女性 633 人）と最も多く、次いで岡山県が 865 人（男性 457 人、女性 408 人）、大阪

府が 828 人（男性 431 人、女性 397 人）であった。 

県外転出者は、大阪府が 1,225 人（男性 611 人、女性 614 人）と最も多く、次いで

島根県が 1,147 人（男性 633 人、女性 514 人）、東京都が 909 人（男性 498 人、女性

411 人）であった。 

また、男女別にみると、男性の県外転入者は島根県が 697 人と最も多く、次いで広

島県が 491 人、岡山県が 457 人であり、県外転出者は、島根県が 633 人と最も多く、

次いで大阪府が 611 人、東京都が 498 人であった。 

女性の県外転入者は島根県が 633 人と最も多く、次いで外国が 519 人、岡山県が 408

人であり、県外転出者は、大阪府が 614 人と最も多く、次いで島根県が 514 人、兵庫

県が 468 人であった。 

（図１０－１、図１０－２、図１０－３、統計表第１４表） 
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（４）ブロック別の県外転入・転出 

   ブロック別にみると、県外転入者は中国ブロックが 3,232 人（男性 1,828 人、女性

1,404 人）で最も多く、次いで近畿ブロックが 2,045 人（男性 1,085 人、女性 960 人）、

関東が 1,479 人（男性 841 人、女性 638 人）であった。 

   県外転出者は、中国ブロックが 3,088 人（男性 1,796 人、女性 1,292 人）で最も多

く、次いで近畿ブロックが 2,727 人（男性 1,370 人、女性 1,357 人）、関東ブロック

1,913 人（男性 1,082 人、女性 831 人）であった。 

（図１１－１、図１１－２） 
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（５）都道府県別（外国を含む）転入・転出超過数 

転入超過数は、外国が 192 人（男性 51 人、女性 141 人）と最も多く、次いで島根県

が 183 人（男性 64 人、女性 119 人）、静岡県が 23 人（男性 28 人、女性－5 人）であ

った。 

転出超過数は、大阪府が 397 人（男性 180 人、女性 217 人）と最も多く、次いで東

京都が 229 人（男性 136 人、女性 93 人）、兵庫県が 125 人（男性 28 人、女性 97 人）

であった。 

（図１２、統計表第１４表） 

ブロック別の県外転入・転出者数とも中国ブロックが最多で、次いで近畿ブロック 

転入超過数は外国が１９２人、転出超過数は大阪府が３９７人と最も多い。 
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（６）年齢５歳階級別、男女別社会動態 

０～４歳が最も増加し、２０～２４歳が最も減少 

年齢５歳階級別にみると、県外転入者は男女とも 20～24 歳が最も多く（男性 992 人 

男性の県外転入者総数に占める割合が 19.1％、女性 914 人 女性の県外転入者総数に占

める割合が 21.6％）、次いで男女とも 25～29 歳（男性 712 人 同 13.7％、女性 734 人 同

17.3％）であった。 

県外転出者は男女とも 20～24 歳が最も多く（男性 1,488 人 同 26.1％、女性 1,318

人 同 28.3％）、次いで男女とも25～29歳（男性892人 同 15.7％、女性771人 同 16.5％）

であった。 

県外転入転出により、0～4 歳が 124 人（男性 64 人、女性 60 人）と最も増加、20～

24 歳が 900 人（男性 496 人、女性 404 人）と最も減少し、年間実移動者総数をみると、

20～34 歳が全体の 49.1％を占めている。 

（図１３、統計表第７表、第１５表） 
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Ⅲ 市町村別推計人口 

 １ 市町村別の推計人口 

市郡別にみると、市部の推計人口は 414,033 人（男性 198,633 人、女性 215,400 人、

県人口に占める割合 75.1％）で、郡部の推計人口は 137,369 人（男性 65,023 人、女性

72,346 人、同 24.9％）であった。 

市部で推計人口が最も多いのは、鳥取市の 187,684 人（男性 91,288 人、女性 96,396

人、同 34.0％）で、次いで米子市の 147,268 人（男性 69,789 人、女性 77,479 人、同 26.7％）

であった。   

郡部で推計人口が最も多いのは、琴浦町の 16,278 人（男性 7,614 人、女性 8,664 人、

同 3.0％）で、次いで湯梨浜町の 15,987 人（男性 7,620 人、女性 8,367 人、同 2.9％）

であった。 

また、最も少ないのは、江府町の 2,627 人（男性 1,215 人、女性 1,412 人、同 0.5％）

で、次いで日野町の 2,837 人（男性 1,288 人、女性 1,549 人、同 0.5％）であった。 

  過去５年間（平成２８年～令和２年）の市町村別の推計人口の推移をみると、日吉津

村を除く１８市町で減少している。 

日吉津村は平成２８年以降毎年増加していたが、令和元年は減少に転じたものの、令

和２年で再び増加となった。 

（表４、統計表第８表、第８－１表） 

 

表４　市町村別年齢３区分別人口と世帯数（過去５年間の推移）

Ｈ28年 Ｈ29年 Ｈ30年 R元年 R２年 年少人口 生産年齢人口 老年人口
市計 424,203 421,732 418,935 416,187 414,033 52,806 232,002 124,971 171,949 2.41
郡計 145,376 143,501 141,582 139,476 137,369 15,789 68,463 53,008 49,494 2.78
東部地区 230,928 229,320 227,195 225,081 223,434 27,627 124,644 69,243 91,028 2.45
中部地区 103,203 102,141 101,045 99,935 98,796 12,436 51,371 34,754 37,419 2.64
西部地区 235,448 233,772 232,277 230,647 229,172 28,532 124,450 73,982 92,996 2.46
鳥取市 192,658 191,601 190,090 188,740 187,684 23,808 106,742 55,224 77,885 2.41
米子市 149,178 148,720 148,262 147,667 147,268 19,268 82,978 42,914 62,142 2.37
倉吉市 48,558 47,980 47,439 46,943 46,480 5,776 24,417 16,129 18,654 2.49
境港市 33,809 33,431 33,144 32,837 32,601 3,954 17,865 10,704 13,268 2.46
岩美町 11,343 11,263 11,108 10,919 10,741 1,155 5,539 4,046 4,031 2.66
若桜町 3,209 3,130 3,055 2,941 2,869 192 1,281 1,396 1,149 2.50
智頭町 7,031 6,905 6,689 6,520 6,393 622 2,951 2,819 2,492 2.57
八頭町 16,687 16,421 16,253 15,961 15,747 1,850 8,131 5,758 5,471 2.88
三朝町 6,393 6,311 6,205 6,108 6,006 680 2,904 2,422 2,257 2.66
湯梨浜町 16,347 16,298 16,238 16,108 15,987 2,258 8,535 5,191 5,737 2.79
琴浦町 17,187 17,010 16,757 16,525 16,278 1,956 8,252 5,996 5,853 2.78
北栄町 14,718 14,542 14,406 14,251 14,045 1,766 7,263 5,016 4,918 2.86
日吉津村 3,459 3,499 3,573 3,497 3,503 521 1,969 1,003 1,237 2.83
大山町 16,308 16,024 15,846 15,690 15,404 1,709 7,415 6,275 5,283 2.92
南部町 10,874 10,767 10,615 10,479 10,311 1,157 5,230 3,921 3,535 2.92
伯耆町 11,045 10,881 10,737 10,667 10,539 1,264 5,035 4,236 3,648 2.89
日南町 4,637 4,458 4,316 4,192 4,082 296 1,628 2,158 1,754 2.33
日野町 3,188 3,101 2,994 2,906 2,837 180 1,205 1,452 1,188 2.39
江府町 2,950 2,891 2,790 2,712 2,627 183 1,125 1,319 941 2.79

（単位：人、世帯）　

区分
総人口 年齢3区分別人口

世帯数
1世帯当た
りの人員

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推計人口が最も多いのは鳥取市の 187,684 人、最も少ないのは江府町の 2,627 人 
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２ 年齢３区分別人口 

（１）年少人口 

前年と比べ年少人口は日吉津村で増加、年少人口割合は５町で上昇 

年少人口は鳥取市が 23,808 人と最も多く、次いで米子市が 19,268 人であった。前

年と比べると、日吉津村で増加し、若桜町で増減なし、その他の市町で減少した。  

年少人口割合は日吉津村が 14.9％と最も高く、次いで湯梨浜町が 14.1％であった。

前年と比べると、若桜町、八頭町、日吉津村、伯耆町及び日南町で上昇し、米子市、

倉吉市、境港市、岩美町及び北栄町で同水準、鳥取市など９市町で低下した。 

（図１４、統計表第１０表、１０－１表、１０－２表、１０－３表） 

 （２）生産年齢人口 

前年と比べ生産年齢人口はすべての市町村で減少、生産年齢人口はすべての市町村で

低下 

生産年齢人口は鳥取市が 106,742 人と最も多く、次いで米子市が 82,978 人であった。

前年と比べると、すべての市町村で減少した。 

生産年齢人口割合は鳥取市が 57.5％と最も高く、次いで米子市が 57.2％であった。

前年と比べると、すべての市町村で低下した。 

（図１４、統計表第１０表、１０－１表、１０－２表、１０－３表） 

 （３）老年人口 

前年と比べ老年人口は１５市町村で増加、老年人口割合はすべての市町村で上昇 

老年人口は鳥取市が 55,224 人と最も多く、次いで米子市が 42,914 人であった。前

年と比べると、鳥取市など１５市町村で増加し、若桜町で増減なし、大山町など３町

で減少した。 

老年人口割合は日南町が 52.9％と最も高く、次いで日野町が 51.2％であった。前年

と比べると、全市町村で上昇した。 

（図１４、統計表第１０表、１０－１表、１０－２表、１０－３表） 
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Ⅳ 市町村人口動態 

１ 人口増減 

令和２年（令和元年 10 月～令和２年９月）の１年間の市町村別の人口増減をみると、

増加したのは日吉津村の 6 人（自然減少 7 人、社会増加 13 人）で、他の１８市町は減少

し、最も減少したのは鳥取市の 1,056 人（自然減少 762 人、社会減少 294 人）で、次い

で倉吉市が 463 人（自然減少 300 人、社会減少 163 人）、米子市が 399 人（自然減少 596

人、社会増加 197 人）、大山町が 286 人（自然減少 229 人、社会減少 57 人）であった。 

また、増減率をみると、増加したのは日吉津村の 0.17％で、他の１８市町は減少し、

最も減少したのは江府町の 3.13％で、次いで日南町が 2.62％、若桜町が 2.45％、日野

町が 2.37％であった。（表５、統計表第８表） 

表５　市町村別人口増減
（単位：人）

出生数 死亡数 増減数 転入者数 転出者数 増減数

県計 3,852 7,179 -3,327 15,314 16,248 -934 -4,261 
鳥取市 1,341 2,103 -762 4,470 4,764 -294 -1,056 
米子市 1,175 1,771 -596 4,864 4,667 197 -399 
倉吉市 336 636 -300 1,273 1,436 -163 -463 
境港市 201 422 -221 1,223 1,238 -15 -236 
岩美町 60 200 -140 283 321 -38 -178 
若桜町 9 64 -55 71 88 -17 -72 
智頭町 28 108 -80 161 208 -47 -127 
八頭町 109 227 -118 374 470 -96 -214 
三朝町 26 87 -61 133 174 -41 -102 
湯梨浜町 118 227 -109 491 503 -12 -121 
琴浦町 95 245 -150 376 473 -97 -247 
北栄町 92 219 -127 339 418 -79 -206 
日吉津村 34 41 -7 158 145 13 6
大山町 77 306 -229 370 427 -57 -286 
南部町 48 143 -95 213 286 -73 -168 
伯耆町 71 158 -87 290 331 -41 -128 
日南町 15 109 -94 96 112 -16 -110 
日野町 8 58 -50 79 98 -19 -69 
江府町 9 55 -46 50 89 -39 -85 

人口増減数
自然増減 社会増減

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日吉津村を除くすべての市町で人口が減少 
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２ 自然動態 

（１）市町村別自然動態 

自然増減はすべての市町村で減少 

自然増減を市町村別にみると、すべての市町村で減少した。 

最も多く減少したのは鳥取市の 762 人（出生数 1,341 人、死亡数 2,103 人）で、次

いで米子市が 596 人（出生数 1,175 人、死亡数 1,771 人）であった。 

自然増減率（対 1,000 人比）をみると、すべての市町村で減少し、最も減少したの

は日南町の 22.4‰で、次いで若桜町の 18.7‰であった。 

（図１５－１、図１５－２、統計表第１１表） 

-1000
-950
-900
-850
-800
-750
-700
-650
-600
-550
-500
-450
-400
-350
-300
-250
-200
-150
-100
-50

0

日
吉
津
村

江
府
町

日
野
町

若
桜
町

三
朝
町

智
頭
町

伯
耆
町

日
南
町

南
部
町

湯
梨
浜
町

八
頭
町

北
栄
町

岩
美
町

琴
浦
町

境
港
市

大
山
町

倉
吉
市

米
子
市

鳥
取
市

（人）

図１５－１ 市町村別自然増減数

H30.10～R元.9

R元.10～R2.9  

 

 

-30.0

-25.0

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

日
吉
津
村

鳥
取
市

米
子
市

倉
吉
市

境
港
市

湯
梨
浜
町

八
頭
町

伯
耆
町

北
栄
町

琴
浦
町

南
部
町

三
朝
町

智
頭
町

岩
美
町

大
山
町

江
府
町

日
野
町

若
桜
町

日
南
町（‰）

図１５－２ 市町村別自然増減率

H30.10～R元.9

R元.10～R2.9

 

 

 

※各年の数値は前年 10 月～当年 9 月の集計による。 

※各年の数値は前年 10 月～当年 9 月の集計による。 
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（２）月別自然動態 

出生数は 9 月の鳥取市の 128 人、死亡数は 12 月及び 1 月の鳥取市の 205 人が最も

多い。 

月別にみると、出生数は 9 月の鳥取市の 128 人（総出生数に占める割合 3.3％）が最

も多く、次いで 10 月の鳥取市の 123 人（同 3.2％）、4 月の鳥取市の 121 人（同 3.1％）

であった。 

死亡数は 12 月及び 1 月の鳥取市の 205 人（総死亡数に占める割合 2.9％）が最も多

く、次いで 11 月の鳥取市の 192 人（同 2.7％）であった。 

  （表６） 

 

（３）男女別自然動態 

男女の出生数・死亡数とも鳥取市が最も多かった。 

市町村別の男女別をみると、男性の出生数は鳥取市が 690 人と最も多く、次いで米

子市が 594 人、倉吉市が 169 人、境港市が 99 人であった。死亡数は、鳥取市が 1,045

人と最も多く、次いで米子市が 885 人、倉吉市が 302 人、境港市が 198 人であった。 

女性の出生数は鳥取市が 651 人と最も多く、次いで米子市が 581 人、倉吉市が 167

人、境港市が 102 人であった。死亡数は、鳥取市が 1,058 人と最も多く、次いで米子

市が 886 人、倉吉市が 334 人、境港市が 224 人であった。 

    また、最も少なかった出生数は、男性では日野町の 1 人、女性では若桜町及び日南

町の 5 人、死亡数は、男性では日吉津村の 20 人、女性では日吉津村の 21 人であった。 

（表６、統計表第１１表） 

 

表６　月別男女別自然動態　　－Ｒ元年１０月～Ｒ２年９月－

計 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

男 1,978 165 172 159 164 158 179 179 132 177 160 163 170

女 1,874 174 154 159 156 124 145 155 152 180 160 162 153

小計 3,852 339 326 318 320 282 324 334 284 357 320 325 323

男 3,520 306 322 339 396 302 284 272 267 235 274 265 258

女 3,659 317 310 358 345 306 341 333 275 254 276 273 271

小計 7,179 623 632 697 741 608 625 605 542 489 550 538 529

男 690 60 54 54 56 71 56 59 50 64 47 50 69

女 651 63 55 43 58 37 46 62 58 56 53 61 59

小計 1,341 123 109 97 114 108 102 121 108 120 100 111 128

男 1,045 85 98 99 117 92 90 79 97 66 69 70 83

女 1,058 96 94 106 88 92 87 103 89 77 71 80 75

小計 2,103 181 192 205 205 184 177 182 186 143 140 150 158

男 594 43 59 46 48 39 58 56 37 55 56 51 46

女 581 58 41 50 40 43 48 52 47 55 47 48 52

小計 1,175 101 100 96 88 82 106 108 84 110 103 99 98

男 885 79 70 89 100 76 76 69 50 59 85 60 72

女 886 66 66 92 85 77 90 86 63 62 76 60 63

小計 1,771 145 136 181 185 153 166 155 113 121 161 120 135

男 169 24 15 13 13 10 15 13 6 16 16 12 16

女 167 11 16 20 16 11 15 9 9 22 13 12 13

小計 336 35 31 33 29 21 30 22 15 38 29 24 29

男 302 24 23 27 42 31 25 21 17 18 26 26 22

女 334 28 26 18 40 28 38 41 20 21 20 32 22

小計 636 52 49 45 82 59 63 62 37 39 46 58 44

男 99 7 11 8 12 9 12 10 6 6 6 6 6

女 102 5 5 12 11 5 10 7 12 8 11 10 6

小計 201 12 16 20 23 14 22 17 18 14 17 16 12

男 198 13 17 16 27 14 12 17 19 16 13 17 17

女 224 22 21 22 24 18 21 14 20 14 23 7 18

小計 422 35 38 38 51 32 33 31 39 30 36 24 35

出生数

県　計

出生数

死亡数

出生数

（単位：人）

死亡数

倉吉市

境港市

出生数

死亡数

死亡数

鳥取市

米子市

出生数

死亡数
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３ 社会動態 

（１）市町村別社会動態 

社会増減は米子市及び日吉津村を除く市町で減少 

社会増減を市町村別にみると、米子市及び日吉津村を除く市町で減少した。 

増加したのは米子市が 197 人（男性 17 人、女性 180 人）と最も増加し、次いで日吉

津村が 13 人（男性 11 人、女性 2 人）であった。減少したのは鳥取市が 294 人（男性

131 人、女性 163 人）と最も減少し、次いで倉吉市が 163 人（男性 84 人、女性 79 人）

であった。 

社会増減率（対 1,000 人比）は日吉津村が 3.7‰増加、米子市が 1.3‰増加し、その

他の市町は減少し、最も減少したのは江府町の 14.8‰で、次いで智頭町の 7.4‰であ

った。 

（図１６－１、図１６－２、表７、統計表第１２表、第１５表） 
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表７　市町村別社会動態
（単位：人）

転入者数 転出者数 転入超過数 転入者数 転出者数 転入超過数

県計 9,423 10,357 -934 5,891 5,891 0 -934 
東部地区 3,582 4,056 -474 1,777 1,795 -18 -492 
中部地区 1,144 1,456 -312 1,468 1,548 -80 -392 
西部地区 4,697 4,845 -148 2,646 2,548 98 -50 
鳥取市 3,180 3,587 -407 1,290 1,177 113 -294 
米子市 3,240 3,356 -116 1,624 1,311 313 197
倉吉市 584 720 -136 689 716 -27 -163 
境港市 889 879 10 334 359 -25 -15 
岩美町 131 151 -20 152 170 -18 -38 
若桜町 50 38 12 21 50 -29 -17 
智頭町 91 86 5 70 122 -52 -47 
八頭町 130 194 -64 244 276 -32 -96 
三朝町 57 82 -25 76 92 -16 -41 
湯梨浜町 161 250 -89 330 253 77 -12 
琴浦町 228 238 -10 148 235 -87 -97 
北栄町 114 166 -52 225 252 -27 -79 
日吉津村 56 50 6 102 95 7 13
大山町 174 181 -7 196 246 -50 -57 
南部町 115 120 -5 98 166 -68 -73 
伯耆町 112 140 -28 178 191 -13 -41 
日南町 56 47 9 40 65 -25 -16 
日野町 36 36 0 43 62 -19 -19 
江府町 19 36 -17 31 53 -22 -39 

社会増減数
県外 県内

 

 注１）転入超過数とは、転入者数から転出者数を差し引いた数。転入超過数がマイナス（－）の場合は、 

転出超過を示す。 

 注２）地域別の県内転入者数及び県内転出者数の数値については、地域内市町村間の移動者を含む。 

 

（２）県内移動 

県内移動で最も多いのは鳥取市から米子市への 411 人 

県内移動をみると、鳥取市から米子市への 411 人（男性 215 人、女性 196 人）が最

も多く、次いで米子市から鳥取市への 360 人（男性 207 人、女性 153 人）であった。 

県内移動での転入超過は、米子市が 313 人（男性 143 人、女性 170 人）と最も多く、

次いで鳥取市が 113 人（男性 56 人、女性 57 人）であった。 

転出超過は、琴浦町が 87 人（男性 25 人、女性 62 人）と最も多く、次いで南部町が

68 人（男性 30 人、女性 38 人）であった。 

また、県内移動を地域区分別にみると、東部から西部への 509 人（男性 274 人、女

性 235 人）が最も多く、次いで西部から東部への 507 人（男性 280 人、女性 227 人）、

中部から西部への 345 人（男性 179 人、女性 166 人）であった。 

  （図１７、統計表第１３表） 
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　　　　　図１７　地域別社会動態（Ｒ元年10月～Ｒ２年9月）

　県外へ転出　　10,357人

　県外からの転入　9,423人

県外からの転入

１，１４４人

地域間移動数

県外へ転出

１，４５６人

中部地区

東部地区
西部地区

県外からの転入

３，５８２人

県外へ転出

４，０５６人

県外からの転入

４，６９７人

県外へ転出

４，８４５人

２４９人 ３４０人

３２４人３４５人

５０９人 ５０７人

県外との社会動態（県全体）

 
  注）地域間移動数は、地域内市町村間の移動者を含まない。 

 

（３）県外転入・県外転出 

県外転入者で最も多いのは、島根県から米子市への 717 人、県外転出者で最も多いのは、

米子市から島根県への 525 人 

県外転入者で最も多いのは、島根県から米子市への 717 人（男性 375 人、女性 342

人）で、次いで兵庫県から鳥取市への 363 人（男性 194 人、女性 169 人）であった。 

また、県外転出者で最も多いのは、米子市から島根県への 525 人（男性 293 人、女

性 232 人）、次いで鳥取市から大阪府への 476 人（男性 248 人、女性 228 人）であっ

た。 

県外転入・県外転出での転入超過は、若桜町の 12 人（男性 3 人、女性 9 人）が最も

多く、次いで境港市 10 人（男性 21 人、女性-11 人）であった。 
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転出超過は、鳥取市の 407 人（男性 187 人、女性 220 人）が最も多く、次いで倉吉

市 136 人（男性 59 人、女性 77 人）であった。 

また、県外転入・県外転出を地域区分別にみると、県外転入者については東部では

兵庫県から 431 人（男性 229 人、女性 202 人）が最も多く、次いで大阪府から 387 人

（男性 217 人、女性 170 人）、中部では外国から 216 人（男性 62 人、女性 154 人）が

最も多く、次いで岡山県から 136 人（男性 78 人、女性 58 人）、西部では島根県から

977 人（男性 498 人、女性 479 人）が最も多く、次いで岡山県から 422 人（男性 204

人、女性 218 人）であった。 

県外転出者については東部では大阪府へ 561 人（男性 282 人、女性 279 人）が最も

多く、次いで兵庫県へ 530 人（男性 246 人、女性 284 人）、中部では大阪府へ 197 人

（男性 78 人、女性 119 人）が最も多く、次いで岡山県へ 137 人（男性 80 人、女性 57

人）、西部では島根県へ 736 人（男性 402 人、女性 334 人）が最も多く、次いで大阪

府へ 467 人（男性 251 人、女性 216 人）であった。（表８、統計表第１４表） 

 

（単位：人）

都道府県
総数 米子市 鳥取市 境港市 その他 総数 米子市 鳥取市 境港市 その他

1,330 717 250 184 179 1,147 525 265 131 226

総数 米子市 鳥取市 倉吉市 その他 総数 米子市 鳥取市 倉吉市 その他

865 337 283 88 157 869 327 270 79 193

総数 鳥取市 米子市 倉吉市 その他 総数 鳥取市 米子市 倉吉市 その他

828 339 231 43 215 1,225 476 304 97 348

総数 鳥取市 米子市 倉吉市 その他 総数 鳥取市 米子市 境港市 その他

818 280 140 64 334 626 238 104 80 204

総数 鳥取市 米子市 境港市 その他 総数 鳥取市 米子市 倉吉市 その他

783 363 187 40 193 908 471 214 41 182

総数 鳥取市 米子市 倉吉市 その他 総数 米子市 鳥取市 倉吉市 その他

768 292 273 47 156 797 328 285 58 126

総数 鳥取市 米子市 境港市 その他 総数 米子市 鳥取市 境港市 その他

680 261 225 46 148 909 324 308 59 218

兵庫県

島根県

広島県

東京都

表８　都道府県別県外転入・転出者数（上位市町村）

転入 転出

岡山県

大阪府

外　国

 
 

（４）４市における年齢５歳階級別、男女別県外転入転出 

県外転入者、県外転出者とも 20～24 歳が最も多い。 

【鳥取市】 

県外転入者は、20～24 歳が 643 人（男性 337 人、女性 306 人、県全体の県外転入者

総数に占める割合 6.8％）と最も多く、次いで 25～29 歳が 460 人（男性 248 人、女性

212 人、同 4.9％）であった。 

県外転出者は、20～24 歳が 1,012 人（男性 536 人、女性 476 人、県全体の県外転出

者総数に占める割合 9.8％）と最も多く、次いで 25～29 歳が 595 人（男性 320 人、女

性 275 人、同 5.7％）であった。 

また、転入・転出超過数をみると、転入超過数は、0～4 歳が 45 人（男性 11 人、女

性 34 人）と最も多く、次いで 35～39 歳が 32 人（男性 16 人、女性 16 人）であった。 

転出超過数は、20～24 歳が 369 人（男性 199 人、女性 170 人）と最も多く、次いで 

25～29 歳が 135 人（男性 72 人、女性 63 人）であった。（図１８－１、統計表第１５表） 
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図１８－１ 年齢５歳階級別男女別県外転出入者数（鳥取市）
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【米子市】 

県外転入者は、20～24 歳が 657 人（男性 349 人、女性 308 人、同 7.0％）と最も多

く、次いで 25～29 歳が 515 人（男性 251 人、女性 264 人、同 5.5％）であった。 

県外転出者は、20～24 歳が 816 人（男性 460 人、女性 356 人、同 7.9％）と最も多

く、次いで 25～29 歳が 536 人（男性 285 人、女性 251 人、同 5.2％）であった。 

また、転入・転出超過数をみると、転入超過数は、0～4 歳が 56 人（男性 39 人、女

性 17 人）と最も多く、次いで 30～34 歳が 40 人（男性 28 人、女性 12 人）であった。 

転出超過数は、20～24 歳が 159 人（男性 111 人、女性 48 人）と最も多く、次いで

15～19 歳が 127 人（男性 83 人、女性 44 人）であった。（図１８－２、統計表第１５表） 
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図１８－２ 年齢５歳階級別男女別県外転出入者数（米子市）
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【倉吉市】 

県外転入者は、20～24 歳が 96 人（男性 53 人、女性 43 人、同 1.0％）と最も多く、

次いで 25～29 歳が 90 人（男性 37 人、女性 53 人、同 1.0％）であった。 

県外転出者は、20～24 歳が 179 人（男性 89 人、女性 90 人、同 1.7％）と最も多く、

次いで 25～29 歳が 118 人（男性 75 人、女性 43 人、同 1.1％）であった。 

また、転入・転出超過数をみると、転入超過数は、50～54 歳が 12 人（男性 12 人）

と最も多く、次いで 45～49 歳が 9 人（男性 7 人、女性 2 人）であった。 

転出超過数は、20～24 歳が 83 人（男性 36 人、女性 47 人）と最も多く、次いで 15

～19 歳が 33 人（男性 6 人、女性 27 人）であった。（図１８－３、統計表第１５表） 
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図１８－３ 年齢５歳階級別男女別県外転出入者数（倉吉市）
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【境港市】 

県外転入者は、20～24 歳が 195 人（男性 103 人、女性 92 人、同 2.1％）と最も多く、

次いで 25～29 歳が 141 人（男性 76 人、女性 65 人、同 1.5％）であった。 

県外転出者は、20～24 歳が 220 人（男性 120 人、女性 100 人、同 2.1％）と最も多

く、次いで 25～29 歳が 132 人（男性 69 人、女性 63 人、同 1.3％）であった。 

また、転入・転出超過数をみると、転入超過数では、60～64 歳が 13 人（男性 6 人、

女性 7 人）と最も多く、次いで 25～29 歳の 9 人（男性 7 人、女性 2 人）及び 45～49

歳の 9 人（男性 11 人、女性-2 人）であった。 

 転出超過数は、20～24 歳が 25 人（男性 17 人、女性 8 人）と最も多く、次いで 55～ 

59 歳が 7 人（女性 7 人）であった。（図１８－４、統計表第１５表）
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＜参考＞ 外国人（国籍不詳を含む）の推計人口 

 １ 推計人口と世帯数 

  ・令和２年 10 月 1 日現在の推計人口（国籍不詳を含む。以下同じ。）は、6,994 人で

前年に比べ 146 人増加 

  ・男女別人口は、男性 2,802 人、女性 4,192 人で、人口性比は 66.8 

   （P.3 表１） 

  

 ２ 年齢別３区分別人口 

  ・年少人口は 287 人、生産年齢人口は 5,071 人、老年人口は 550 人 

  ・年少人口割合は 4.9％、生産年齢人口割合は 85.8％、老年人口割合は 9.3％ 

  ・年齢５歳階級別人口は、男女とも 20～24 歳が最も多く（男性 405 人、女性 655 人）

次いで男女とも 25～29 歳が多い（男性 396 人、女性 571 人） 

   （P.6 表２、表３） 

 

 ３ 市町村別推計人口 

  ・市町村別の推計人口は、米子市の 2,484 人（男性 937 人、女性 1,547 人）が最も多

く、次いで鳥取市の 2,400 人（男性 1,192 人、女性 1,208 人）（表９） 

 

表９　市町村別推計人口、年齢３区分別人口

（単位：人）　

総数 男 女 年少人口 生産年齢人口 老年人口

県計 6,994 2,802 4,192 287 5,071 550

鳥取市 2,400 1,192 1,208 118 1,673 183

米子市 2,484 937 1,547 116 1,550 234

倉吉市 424 195 229 16 331 33

境港市 501 128 373 13 420 50

岩美町 100 46 54 2 96 1

若桜町 69 5 64 0 69 0

智頭町 88 17 71 0 87 0

八頭町 71 12 59 3 65 1

三朝町 53 21 32 6 45 2

湯梨浜町 78 12 66 3 74 1

琴浦町 232 69 163 3 211 15

北栄町 107 24 83 1 103 3

日吉津村 34 12 22 0 21 9

大山町 122 44 78 4 103 12

南部町 95 39 56 0 93 2

伯耆町 57 12 45 2 51 4

日南町 43 33 10 0 42 1

日野町 23 2 21 1 22 0

江府町 13 2 11 0 13 0

注）推計人口に年齢不詳は含まれるが、年齢３区分に年齢不詳は含まれない。

区分
推計人口 年齢３区分別人口
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 ４ 自然動態 

  ・出生数は 11 人（男性 4 人、女性 7 人） 

  ・死亡数は 15 人（男性 11 人、女性 4 人）（表１０） 

総　数 男 女 総　数 男 女

総　　数 11 4 7 15 11 4

１０　月 1 1 0 3 3 0

１１　月 1 0 1 2 2 0

１２　月 1 1 0 2 1 1

 １　 月 1 0 1 0 0 0

 ２　 月 1 0 1 1 0 1

 ３ 　月 0 0 0 0 0 0

 ４ 　月 1 0 1 2 1 1

 ５ 　月 0 0 0 2 2 0

 ６　 月 0 0 0 1 1 0

 ７ 　月 3 1 2 1 0 1

 ８ 　月 2 1 1 1 1 0

 ９ 　月 0 0 0 0 0 0

出 　 　生 死 　　 亡
月　次

表１０　自然動態（外国人）
（単位：人）

 
 

 ５ 社会動態 

（１） 県内移動 

  ・県内移動者数は 101 人（男性 29 人、女性 72 人） 

  ・転入が最も多いのは北栄町の 17 人（男性 4 人、女性 13 人） 

   ・転入超過数は、北栄町の 12 人（女性 12 人）及び湯梨浜町の 12 人（男性 2 人、女

性 10 人）が最も多く、転出超過は、琴浦町の 25 人（女性 25 人）が最も多い。 

（２） 県外転入・県外転出 

    ・県外転入者数は 1,047 人（男性 454 人、女性 593 人）で、県外転出者数は 897 人

（男性 394 人、女性 503 人） 

   ・県外転入者数で最も多いのは、鳥取市の 296 人（男性 146 人、女性 150 人）で、

次いで米子市の 236 人（男性 101 人、女性 135 人） 

   ・県外転出者数で最も多いのは、鳥取市の 316 人（男性 147 人、女性 169 人）で、

次いで米子市の 169 人（男性 83 人、女性 86 人） 

   ・転入超過数で最も多いのは、米子市の 67 人（男性 18 人、女性 49 人）で、次いで

琴浦町の 36 人（男性 3 人、女性 33 人）（表１１） 

表１１　市町村別社会動態（外国人）
（単位：人）

総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女

県計 1,047 454 593 897 394 503 150 101 29 72 101 29 72 0 150
東部地区 377 173 204 383 170 213 -6 29 12 17 21 6 15 8 2
中部地区 222 84 138 187 68 119 35 44 10 34 50 8 42 -6 29
西部地区 448 197 251 327 156 171 121 28 7 21 30 15 15 -2 119
鳥取市 296 146 150 316 147 169 -20 13 3 10 19 5 14 -6 -26 
米子市 236 101 135 169 83 86 67 13 4 9 8 0 8 5 72
倉吉市 94 56 38 68 41 27 26 10 2 8 17 1 16 -7 19
境港市 124 49 75 89 33 56 35 9 2 7 12 10 2 -3 32
岩美町 20 4 16 42 14 28 -22 13 7 6 2 1 1 11 -11 
若桜町 13 4 9 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0 13
智頭町 35 14 21 9 1 8 26 0 0 0 0 0 0 0 26
八頭町 13 5 8 16 8 8 -3 3 2 1 0 0 0 3 0
三朝町 14 5 9 24 4 20 -10 3 0 3 1 1 0 2 -8 
湯梨浜町 19 9 10 37 16 21 -18 14 4 10 2 2 0 12 -6 
琴浦町 80 8 72 44 5 39 36 0 0 0 25 0 25 -25 11
北栄町 15 6 9 14 2 12 1 17 4 13 5 4 1 12 13
日吉津村 3 0 3 0 0 0 3 0 0 0 3 2 1 -3 0
大山町 48 24 24 37 24 13 11 1 0 1 3 1 2 -2 9
南部町 20 13 7 17 11 6 3 0 0 0 0 0 0 0 3
伯耆町 6 2 4 11 5 6 -5 1 0 1 1 1 0 0 -5 
日南町 8 7 1 0 0 0 8 2 0 2 1 0 1 1 9
日野町 0 0 0 1 0 1 -1 0 0 0 2 1 1 -2 -3 
江府町 3 1 2 3 0 3 0 2 1 1 0 0 0 2 2

県内

社会増減数転入者数 転出者数
転入超過数

転入者数 転出者数
転入超過数

県外

 
注１）転入超過数とは、転入者数から転出者数を差し引いた数。転入超過数がマイナス（－）の場合は、 

転出超過を示す。 

注２）地域別の県内転入者数及び県内転出者数の数値については、地域内市町村間の移動者を含む。 
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